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はじめに フィルム製造において、品質管理やコスト抑制の観点から、既存の生産ラインにアド

オンして全面検査可能な技術が求められている。フィルム検査においては、延伸処理されている

ことを利用して、複屈折位相差を測定する手法が知られている。従って、ロール生産方式による

ライン検査において、フィルム複屈折の全面測定ができれば、全面検査が可能となる。 

 我々はこれまでに、特殊な偏光依存性を示す回折格子が発現する「複屈折―光強度変換原理」

を利用して、2次元の複屈折分布をイメージングする「複屈折プロファイラー」の開発を行って

きた 1-3。回転操作が不要の高速・高解像の複屈折イメージングを、比較的大面積（数 cm角）で

実現できることを見出してきた。しかしながら、前述の原反フィルムなどを全面的に検査できる

ほどの広範囲の測定領域の実現は難しい。これは、回折格子の 1次光を利用していることに起因

している。そこで、測定領域をライン状にすることで、逐次搬送されていくフィルムの全面検査

が可能であることを見出した 4。さらに、この構成により多波長での位相差測定が同時に実現でき

ることも見出され、より高精度の複屈折測定をフィルム全面で行うことが可能となる。 

実験方法 図 1(a)に示すような光学系を構築した。実験用であるため、フィルムの測定領域は幅 5

㎝とした。ライン状光源からの光は被測定物であるフィルムを通過した後、回折格子に入射して、

「複屈折―光強度変換原理」に基づき、複屈折の分布が光強度に変換されてカメラで測定され、

簡単な計算処理により位相差に換算

される。 

実験結果 実際にフィルムの位相差

の分布を測定した例を図 1(b)に示す。

フィルムの幅方向の複屈折分布が、

光強度分布として測定できているこ

とが示された。図 1(a)に示す様に、

異なる波長光も同時に回折し、受光

器にて検出されるため、多波長同時

測定も可能となった。 

まとめ 複屈折プロファイラーについてライン状の検査領域を用いることで、搬送されるフィル

ムの全面検査が可能となることが示された。 
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図 1  (a)フィルム用マルチ波長ライン検査光学系 

(b)単波長でのフィルム全面の複屈折分布測定例 

第65回応用物理学会春季学術講演会 講演予稿集 (2018 早稲田大学・西早稲田キャンパス)20p-C303-3 

© 2018年 応用物理学会 03-709 3.8


